
　　　　

7 年 2 月 19 日

9 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 秋祭り、ハロウィン、クリスマス会、ダンス発表会、外出行事、交通安全教室、節分、クッキング、初詣、書初め、体験教室(外部)

（別添資料１）

家族支援

・連絡帳や送迎時に日々の様子や自宅での様子、困っていること等を共有し
　ています。
・家族のレスパイトの時間の確保や就労等による預かりニーズに対応するた
　めの延長支援を行います。
・家族で参加できる行事を実施します。
・２ヶ月に１回キッズきんじょう通信を発行し、日々の活動や行事の様子を
　写真付きで伝えます。

移行支援

・学校への情報共有、提供を行います。
・移行支援会議、カンファレンスに参加します。
・就労移行支援における情報提供を行います。
・就労に向けて、軽作業に取り組む機会を設けます。(シュレッダー、
　ペットボトル分別、タオル畳み、封筒入れ等)

地域支援・地域連携

・関係する放課後デイや相談支援事業所に情報共有を行い、密な連携を図り
　ます。
・必要に応じて、児童相談所や市役所担当課等と連携し、支援を行います。 職員の質の向上

・毎日、前日の振り返り・当日の打ち合わせを行っています。
・週に1回ミーティングを行い、児童の気になることの共有や意見交換
　等を行なっています。

支　援　内　容

・毎日検温を実施し、健康状態を把握します。
・様々な活動に参加し、楽しんで取り組めるよう環境を整えます。
・一人ひとりに合わせて、身の周りのことができるようになる為の支援を行います。(手洗い・着脱・食事・トイレトレーニング等）
・危険な場所、遊具や玩具の適切な遊び方を知ることが出来るよう支援を行います。
・避難訓練を行い、災害時の安全の確保について取り組みながら知る機会を作ります。
・毎月クッキングで手作りおやつや昼食作りを実施しています。食材購入から調理、食べるまでの一連の流れを楽しく経験する機会を設けます。

・様々な遊びを通して、身体や手先の使い方を伝えます。(プール、トランポリン、ボルダリング、ブランコ、平均台、洗濯ばさみ、ペグボード等)
・リズム活動では、音楽に合わせて楽器を鳴らしたり、リズムに乗る楽しさを感じることができるようにします。
・ダンス活動では、音楽に合わせて身体を動かす楽しさを知る事ができるよう支援を行います。
・ダンス発表会等で披露する機会を設け、自信や達成感に繋げられるようにします。
・スライム、粘土、氷遊び、砂遊び等を通して、感触を楽しむことができるようにします。

本
人
支
援

・制作活動や行事を通して季節を感じられるような取り組みを行います。
・ホワイトボードに1日の予定を記入することで、見通しを持って過ごすことがきるよう支援を行います。
・熱帯魚の餌やりや水槽掃除をすることで、命の大切さに気付いたり、思いやる気持ちを育みます。
・日々の活動の中で、色や形、大きさを知る機会を設けます。(シール貼り、マッチング、箱の中身はなーに？等）
・写真や絵カードを使用し、誰にでも分かりやすい活動空間を作ります。
・警察署や外部企業等と協力し交通安全教室を実施し、交通ルールを学ぶ機会を設けます。

・コミュニケーションを取る中で、生活に必要な言葉を知ることができるよう支援を行います。
・絵カードやタブレット、ジェスチャー等を用いて、一人ひとりに合わせたコミュニケーションを行えるよう取り組みます。
・自分の思いや要求の伝え方など、場面や相手の状況に応じた適切なやり取りを促します。
・ひらがなや数字等の文字の読み書きの練習や、時計やお金の学習を楽しく学べる機会を設けます。
・絵本や紙芝居の読み聞かせをすることで、様々な言葉に触れる機会を提供します。

・集団活動に参加し、友達や支援員と一緒に遊ぶ中で、物の貸し借りや遊びのルール等を伝えていきます。
・自分の行動について、『良かった事やいけなかった事、自分がどう思ったか』等、よく話をして振り返る機会を設けます。
・自分のおやつをスーパーやコンビニに買いに行く活動を取り入れ、買い物の仕方やお金の支払い方等を学ぶ機会を設けます。

支援方針

子どもたちにとって、安心して過ごせる居場所になることを目指します。
子どもたちの良いところ、得意なことを見つけ、それを伸ばすとともに、一人でできることを増やすための支援を行ないます。
日々の活動や友達と過ごす中で様々な体験をし、社会性を身に付けることができるよう支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 愛であなたを支援します

事業所名 社会福祉法人松原愛育会　キッズきんじょう 作成日支援プログラム


